
市
政
発
展
の
た
め
の

市
政
発
展
の
た
め
の

　
ご
尽
力
と

　
ご
尽
力
と

��

尊
い
心
に
感
謝
を
込
め
て

尊
い
心
に
感
謝
を
込
め
て

宇陀市選奨式宇陀市選奨式をを挙行挙行
問秘書広報情報課（☎ 82・3912 ／ IP ☎ 88・9083）

上野 綾
あ や こ

子さん
（菟田野松井）

秋
の
叙
勲
・
褒
章 

受
章

�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す中山 哲

て つ じ
司さん

（元警視正）

瑞宝双光章
（警察功労）

西峯 隆
た か し

司さん
（元（株）福本設計

代表取締役社長）

旭日双光章
（建築設計監理業

振興功労）

　

中
山
さ
ん
（
榛
原
あ
か
ね
台
）
は
、
昭
和
44 

年
か
ら
平
成
23
年
ま
で
長
き
に
わ
た
り
大
阪
府

警
で
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
機
動
隊
勤
務
で
は
治

安
警
備
に
務
め
、
要
人
警
備
の
為
に
県
を
跨
い

で
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
府
警
本
部
で

総
務
・
監
察
関
係
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
最
後
の
一
年
は
、
地
域
の
方
の
安
全

を
守
る
仕
事
に
従
事
し
、
住
民
と
の
触
れ
合
い

を
通
じ
て
充
実
し
た
一
年
で
し
た
」
と
語
ら
れ

ま
し
た
。

　

西
峯
さ
ん
（
大
宇
陀
岩
清
水
）
は
、
昭
和
48

年
に
福
本
設
計
に
入
社
以
来
、
現
在
に
至
る
ま

で
長
き
に
わ
た
り
建
築
設
計
監
理
業
に
尽
力
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
奈
良
県
建
築
士
会

副
会
長
も
務
め
ら
れ
、
建
築
士
業
務
の
進
歩
発

展
や
建
築
文
化
振
興
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
設
計
者
と
し
て
の
技
術
だ
け
で
な
く
、

建
築
士
会
の
活
動
に
よ
っ
て
社
会
貢
献
し
て
き

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
11
月
23
日（
日・祝
）に
、市
役
所
に
お
い
て「
令

和
7
年
度
宇
陀
市
選
奨
式
」
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　
こ
の
式
典
は
、
市
や
行
政
の
推
進
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
が
特
に
顕
著
な
方
を
表
彰
し
称
え
る
も

の
で
、
今
回
は
選
奨
受
賞
者
3
人
と
功
労
表
彰
受

賞
者
2
人
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
機
会
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
は
こ
れ
ま
で
の
市
政
の
歩
み
や
市
の
将
来
を

考
え
る
と
も
に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
よ
り

積
極
的
な
支
援
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

選
奨
受
賞
の
方
々中野 利

としゆき
幸さん

（大宇陀関戸）

　

氏
は
、
平
成
26
年
か
ら
10
年
３
か
月
の
長
き
に
わ
た
り
、

関
戸
自
治
会
長
を
務
め
ら
れ
、
平
成
26
年
に
宇
陀
市
連
合
自

治
会
評
議
員
、
令
和
４
年
に
宇
陀
市
連
合
自
治
会
会
長
に
就

任
さ
れ
、
市
の
組
織
力
向
上
の
た
め
、
町
村
合
併
に
よ
る
地

区
の
意
識
格
差
が
あ
る
中
、
４
地
区
の
連
合
自
治
会
組
織
の

取
り
ま
と
め
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
や
関
係
機
関
と
の
調
整
に
努
め
ら
れ
、
地
域
の
安
全
対

策
を
は
じ
め
、
環
境
の
整
備
や
地
域
の
福
祉
向
上
な
ど
の
課

題
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
市
全
体
の
自
治
の
振
興
と
発
展

に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

市
の
社
会
福
祉
の
増
進
に

�

貢
献
さ
れ
た
方 

◆

三本木 康
こうすけ

祐さん
（榛原荷阪）

　
氏
は
、
旧
榛
原
町
で
10
年
間
、
合
併
後
の
宇
陀
市
で

18
年
間
と
、
長
き
に
わ
た
り
森
林
組
合
の
代
表
理
事
組

合
長
と
し
て
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
林
業
に
深
い
専

門
知
識
と
豊
富
な
経
験
を
生
か
し
、
持
続
可
能
な
森
林

管
理
の
た
め
の
効
果
的
な
戦
略
を
実
践
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
製
材
や
加
工
技
術
の
向
上
に
よ
る
林
業
の
安

定
と
発
展
を
目
指
し
て
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
社
会

の
活
性
化
に
も
大
き
く
寄
与
さ
れ
、
そ
の
取
り
組
み
は

今
後
の
地
域
社
会
に
お
け
る
林
業
へ
と
つ
な
が
る
大
き

な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

北脇 正
まさふみ

文さん
（大宇陀岩清水）

　
氏
は
、
平
成
24
年
よ
り
12
年
間
に
わ
た
り
4
期
連
続

で
農
業
委
員
を
務
め
、
平
成
30
年
か
ら
は
副
会
長
と
し

て
さ
ら
に
重
要
な
役
割
を
担
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
や
農
業
団
体
と
の
連
携
を
深
め
、
農
業
を

通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
力
強
く
推
進

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
農
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、

持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
る
な
ど
、

そ
の
取
り
組
み
は
地
域
社
会
に
お
け
る
農
業
の
振
興
と

未
来
を
支
え
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆ 

市
の
産
業
、
教
育
、
文
化
、
体
育
等
の

振
興
又
は
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ

た
方 

◆

功
労
表
彰
受
賞
の
方
々

　
氏
は
、「
平
五
薬
局
」
を
継
い
で
、
令
和
６
年
に

廃
業
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
40
年
以
上
に
わ
た
り
大

宇
陀
や
菟
田
野
地
域
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学

校
で
、
学
校
保
健
に
基
づ
く
薬
剤
師
と
し
て
ご
活

躍
さ
れ
、
学
校
環
境
衛
生
の
維
持
・
改
善
、
医
薬

品
の
管
理
、
保
健
用
具
の
適
切
な
指
導
な
ど
、
地

域
教
育
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
に
薬
事
功
労
者
知
事
表
彰
を
、

令
和
４
年
に
は
文
部
科
学
大
臣
よ
り
学
校
保
健
お

よ
び
学
校
安
全
表
彰
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

氏
は
、
平
成
12
年
4
月
か
ら
平
成
29
年
2
月
ま

で
の
約
18
年
間
、
視
力
に
障
が
い
の
あ
る
方
に
広

報
誌
を
テ
ー
プ
に
吹
き
込
ん
で
聞
い
て
も
ら
う
活

動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
28
年
12
月

か
ら
令
和
元
年
11
月
ま
で
の
3
年
間
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
児
童
・

母
子
世
帯
な
ど
要
援
護
者
の
調
査
・
実
態
把
握
、

相
談
支
援
の
ほ
か
、
各
種
行
事
へ
の
参
加
協
力
や

自
主
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、
幅
広
い
活
動

を
行
わ
れ
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
地
域

福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。 平井 文

ぶ ん ご
吾さん

（大宇陀上中）

教育功労者社会福祉功労

亀井 一
かずのり

憲さん
（元奈良県宇陀広域

消防組合司令長）

瑞宝双光章
（消防功労）

　

亀
井
さ
ん
（
榛
原
山
辺
三
）
は
、
36
年
間
と

長
き
に
わ
た
り
、
宇
陀
広
域
消
防
組
合
で
勤
務

さ
れ
ま
し
た
。
主
に
警
防
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
、

災
害
現
場
で
の
消
火
・
救
助
・
救
急
活
動
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
阪
神
淡
路
大
震
災
に

て
広
域
応
援
出
動
し
、
救
助
活
動
を
行
っ
た
事

が
一
番
記
憶
に
残
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、「
家
族
や
仕
事
の
仲
間
に
支
え
ら
れ
て
、

今
回
の
受
賞
に
至
り
ま
し
た
」
と
感
謝
の
念
を

語
ら
れ
ま
し
た
。

市県民税（第4期）
国民健康保険税（第7期）

の納期限は

税金は納期限内に納めましょう。
2月2日（月）です。2月2日（月）です。

問
社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
協
議
会

　
（
☎

　
（
☎
8484
・
４
１
１
６
／

・
４
１
１
６
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
２
０
２
）

・
９
２
０
２
）

　

11
月
8
日
（
土
）
に
榛
原
あ
か
ね
台
自
治

会
主
催
の
第
4
回
秋
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
地

元
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
「
千
本
引
き
（
文
具
な
ど
が
当
た
る
く

じ
引
き
）」
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
、
約
2
0
0
人
の
子
ど
も
た
ち

が
千
本
引
き
を
楽
し
み
、
そ
の
売
上
金

（
9
,
8
1
0
円
）
を
「
市
内
の
社
会
福
祉
事

業
に
役
立
て
ほ
し
い
」
と
い
う
想
い
か
ら
宇

陀
市
善
意
銀
行
に
寄
附
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

復
興
を
願
っ
て

募
金
活
動
を
行

い
ま
し
た
！

地
元
の
子
ど
も
た
ち
が

特
　
　
集

市
政
ニ
ュ
ー
ス

う
だ
ぢ
か
ら

子
育
て
・
病
院

健
幸
プ
ラ
ザ

お
知
ら
せ

掲
示
板
・
う
だ
チ
ャ
ン
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市
民
の
福
祉
向
上
と
明
る
く
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す

　
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
紹
介

【
大
宇
陀
地
域
】

清
水 

恵
智
（
拾
生
）

松
本 

壽
美
代
（
春
日
）

黒
川 

公
子
（
下
中
）

家
雲 

正
勝
（
迫
間
）

立
道 

佳
代
香
（
西
山
）

松
浦 

登
（
宮
奥
）

丸
岡 

里
美
（
小
附
）

峯
野 

富
和
（
芝
生
）

佐
々
岡 

儀
一
（
小
附
）

中
尾 

（
内
原
）

中
森 

和
生
（
嬉
河
原
）

西
岡 

秀
和
（
野
依
）

尾
植 

基
二
（
岩
清
水
）

橋
本 

史
子
（
栗
野
）

桐
坂 

惠
三
（
上
片
岡
）

石
本 

英
三
（
大
熊
）

網
田 

忠
治
（
才
ヶ
辻
）

【
榛
原
地
域
】

米
田 

実
（
山
辺
三
）

日

 

福
子
（
戒
場
）

小
森 

幸
人
（
天
満
台
西
）

横
地 

健
次
（
天
満
台
西
）

丸
岡 

秀
子
（
天
満
台
東
）

大
西 

幸
子
（
萩
原
）

大
西 

茂
（
萩
原
）

佐
藤 

靖
美
（
あ
か
ね
台
）

牧
野 

幸
雄
（
萩
原
）

栗
野 

雅
治
（
萩
原
）

楠
田 

祥
八
（
萩
原
）

上
岡 

洋
子
（
篠
楽
）

山
本 

富
男
（
笠
間
）

栗
野 

肇
（
下
井
足
）

岩
井 

桂
子
（
萩
乃
里
）

中
尾 

忠
（
比
布
）

大
門 

宏
次
（
内
牧
）

松
本 

潔
（
八
滝
）

辻 

純
子
（
自
明
）

朝
日 

忠
則
（
桧
牧
）

【
室
生
地
域
】

奥
中 

万
夕
美
（
下
笠
間
）

山
森 

百
合
子
（
上
笠
間
）

逵 

知
里
（
深
野
）

植
田 

和
代
（
染
田
）

石
本 

直
近
（
無
山
）

福
井 

紀
夫
（
向
渕
）

新
森 

孝
男
（
大
野
）

鍵
谷 

憲
治
（
大
野
）

中
森 

弥
栄
子
（
三
本
松
）

峯
林 

尚
子
（
三
本
松
）

山
本 

篤
子
（
瀧
谷
）

西
光 

義
秀
（
西
谷
）

菅
間 

正
則
（
室
生
）

佐
々
木 

恵
眞
（
下
田
口
）

中
尾 

惠
子（
田
口
元
角
川
）

田
中 

視
郎（
田
口
元
上
田
口
）

北
脇 

安
江
（
下
田
口
）

【
菟
田
野
地
域
】

東 

好
成
（
別
所
）

窪 

啓
子
（
平
井
）

西
角 

政
美
（
大
神
）

𠮷
川 

直
子
（
松
井
）

藤
村 

直
子
（
松
井
）

森
本 

和
加
子
（
稲
戸
）

吉
田 

善
則
（
宇
賀
志
）

下
田 

俊
央
（
下
芳
野
）

山
本 

繁
美
（
上
芳
野
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
日
々
活
動
さ
れ
て
い
ま
す

　

こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
12
月
１
日
付
で
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
94
人
の
方
々
が
委
嘱
を
受
け
、
令
和
10
年
11
月

30
日
ま
で
、
各
地
域
で
ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
常
生
活
の
中
で
困
っ
た
こ
と
や
心
配
ご
と
な
ど
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
連
絡
先
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
該
当
す
る
地
域
の

問
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か
？

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

　「
民
生
委
員
」
は
、「
民
生
委
員
法
」
や
「
児

童
福
祉
法
」
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
い
て
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
援
助
を
行
い
、
社
会
福
祉
の
増
進

に
努
め
る
方
々
で
す
。

　
ま
た
、「
児
童
委
員
」
を
兼
任
し
て
お
り
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
子
育

て
の
不
安
や
妊
娠
中
の
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談

や
支
援
を
行
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
一
部
の
児

童
委
員
は
児
童
に
関
す
る
業
務
を
専
門
的
に
担

当
す
る
「
主
任
児
童
委
員
」
と
し
て
指
名
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
給
与
や
報
酬
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
活
動

に
要
す
る
交
通
費
や
通
信
費
な
ど
に
充
て
る
た

め
の
活
動
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
各
地
域
の
日

常
的
な
活
動
の
ほ
か
、
各
地
区
民
生
児
童
委
員

協
議
会
の
定
例
会
へ
の
出
席
や
様
々
な
行
事
へ

の
参
加
も
行
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割

　
ひ
と
こ
と
で
言
う
と
、「
援
助
を
必
要
と
す

る
方
が
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
自
立
し
た
生
活

が
で
き
る
よ
う
、
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て

相
談
に
応
じ
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
、
必
要

な
支
援
や
援
助
を
行
う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
皆
さ
ん
の
立
場
で
親
身
に
相
談
に
応
じ

た
り
、
心
配
ご
と
を
解
決
す
る
た
め
に
、
様
々

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
必
要
に
応
じ
て
役

所
等
の
関
係
機
関
と
の
調
整
役
に
努
め
ま
す
。

　
活
動
に
は
守
秘
義
務
が
課
さ
れ
て
お
り
、
個

人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
た

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
11
月
30
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
63
人
の
皆
さ
ん

の
長
年
の
ご
活
動
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

担当地域 氏名 住所

 大宇陀地域
万六、出新、拾生、拾生内垣内 山口 明 拾生
上新、中新、拾生内垣内（一部）、
拾生川原町 都司 典子 上新

上、上中、上本、春日、岩室五十
軒 松尾 知昭 岩室

上茶、下茶、下本、下中、下出口、
小出口 楠田 晴代 上茶

西山内垣内、西山下垣内、迫間、
黒木、岩室内垣内 中出 眞理子 西山

本郷、中庄 辻井 三枝子 本郷
西山川向 𠮷川 多恵 西山
宮奥上、宮奥中、下宮奥、関戸、
大東 新子 昭夫 大東

岩室北谷、下竹 辻本 昭彦 岩室
小附二区（2 分の 1） 笹尾 茂寿 小附
小附二区（2 分の 1） 西本 隆次 小附

小附三区（2 分の 1）、芝生（一部） 西岡 頼子 小附

小附三区（2 分の 1）、小附一区
梅の木 佐々岡 広美 小附

改良住宅団地および分譲住宅 泉岡 京子 内原
改良住宅団地および小附一区、中
河原 西本 恭子 小附

小附一区、嬉河原、芝生、半阪、
馬取柿、麻生田、内原、口今井、
後小附

堀 賢一 内原

野依、平尾、五津 的場 悦子 平尾
岩清水、調子、塚脇、藤井、才ヶ
辻 吉村 秀樹 調子

守道 巽 周二 守道
山口、白鳥居、上品、下品、和田、
小和田 谷村 丈孔 小和田

牧、栗野 栗林 道代 栗野
田原、上片岡 森岡 三起子 田原
下片岡、東平尾、大熊 森口 和子 下片岡
大宇陀地域主任児童委員 紙谷 尚永 栗野
大宇陀地域主任児童委員 部谷 よし子 小出口

 菟田野地域
古市場 　谷 靜代 古市場
古市場 堀山 容志子 古市場
岩﨑 中　 靖記 岩崎
岩﨑 出口 康夫 岩崎
別所、見田 鴻池 瑞雅 見田
平井 戸谷 昭枝 平井
大澤、大神 松岡 清之 大澤
松井 上田 智子 松井
松井 畑山 明美 松井
稲戸、駒帰 中出 哲子 駒帰
佐倉 小笹 富士子 佐倉
宇賀志 玉村 智恵美 宇賀志
東郷、入谷 佐々木 幸子 東郷
下芳野 尾井 信幸 下芳野
上芳野、岩端 谷口 桂子 岩端
菟田野地域主任児童委員 馬場 多佳子 平井
菟田野地域主任児童委員 小泉 喜美子 下芳野

 榛原地域
山辺三 松田 至功 山辺三
戒場、額井、赤瀬 増田 順作 赤瀬
長峯、五月ヶ丘 池田 喜良 福地
福地 村井 道弘 福地
天満台西１丁目、２丁目 井本 和宏 天満台西１
天満台西３丁目 山中 憲司 天満台西３
天満台西４丁目 中野 茂 天満台西４
天満台東１丁目、２丁目 木原 経子 天満台東 2
天満台東３丁目、４丁目 髙山 博文 天満台東３
ひのき坂１丁目、２丁目 岡村 和彦 ひのき坂２
ひのき坂３丁目 中西 玲子 ひのき坂３
小鹿野、小鹿台、玉立 東 成好 萩原

角柄、柳、西峠、鳥見町、とりみ
坂、榛原プリンスハイツ 須田 寬 萩原

あかね台１丁目、２丁目 曽輪 訓子 あかね台
榛見が丘１丁目、２丁目 大東 由明 榛見が丘
墨坂、新吉田、福田、上町 的場 基次 萩原
稲荷、東町、新町、桜が丘、口田
辺

田 純江 桜が丘

宮本 鈴木 俊司 萩原
駅前、新駅前、高萩台、グリーン
スクエア榛原 選定中

菟田川、富士見ヶ丘 中嶋 進 萩原
篠楽、白樺台、雨師 森田 泰子 篠楽
安田、笠間 谷口 久夫 笠間
下井足（北）、萩の原 植平 英美子 下井足
下井足（南）萩乃里 木下 裕子 下井足
足立、上井足 笹次 悟郎 上井足
池上、福西、高塚、栗谷 松岡 五三子 高塚
石田、比布、母里 西田 一二三 母里
山路、大貝、澤、三宮寺 桒谷 裕美 山路
内牧 木下 治美 内牧

八滝、赤埴甲、赤埴乙、諸木野 寺川 さち子 赤埴

高井、自明 野間 三枝子 高井
桧牧甲、桧牧乙、荷阪 田中 慎造 桧牧
榛原地域主任児童委員 西田 外美江 萩原
榛原地域主任児童委員 樋口 眞喜子 柳

 室生地域
下笠間 田中 智子 下笠間
上笠間 竹住 紀子 上笠間
小原、深野 前川 多世子 小原
多田、染田 森岡 久子 多田
無山 杉森 晋平 無山
向渕 野田 登貴代 向渕
大野（西垣内、緑川） 岡﨑 義泉 大野
大野（上出、下出の一部） 藤本 典子 大野
大野（下出） 前川 純一 大野
大野（中山台） 池本 達哉 大野
三本松（古大野、元三、琴引） 宇良 章子 三本松
三本松（中村、長瀬） 水口 民子 三本松
砥取、滝谷、蕨 杉本 つるみ 砥取
西谷、龍口 槇雄 博美 龍口
室生 伊藤 純子 室生
下田口、原山 石井 博道 下田口
胎中、角川 片岡 みちや 田口元上田口
黒岩、上田口、弁財天 選定中
室生地域主任児童委員 中村 末子 向渕
室生地域主任児童委員 中上 旬子 小原

宇陀市の民生委員・児童委員一覧
（Ｒ 7.12.1 現在）　敬称略

活動には守秘義務が課されており、個人情報やプライ
バシーの保護に配慮した支援活動を行っています。

問
厚
生
保
護
課
（
☎
82
・
２
２
２
１
／
IP
☎
88
・
９
０
７
９
）

　
大
宇
陀
地
域
事
務
所
（
☎
83
・
２
２
５
１
／
IP
☎
88
・
９
１
９
５
）

　
菟
田
野
地
域
事
務
所
（
☎
84
・
２
５
２
１
／
IP
☎
88
・
９
１
８
８
）

　
室
生
地
域
事
務
所
（
☎
92
・
２
０
０
１
／
IP
☎
88
・
９
１
８
２
）
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民生委員・児童委員「退任式」「委嘱状伝達式」を開催
退任された民生委員・児童委員の皆さん 就任された民生委員・児童委員の皆さん

　文化会館において、全国一斉改選に伴う
｢民生委員・児童委員退任式」「民生委員・
児童委員委嘱状伝達式」が開催されました。

■大宇陀地域■大宇陀地域

■菟田野地域■菟田野地域

■榛原地域■榛原地域

■室生地域■室生地域

■大宇陀地域■大宇陀地域

■菟田野地域■菟田野地域

■榛原地域■榛原地域

■室生地域■室生地域

問 厚生保護課（☎ 82・2221/IP ☎ 88・9079）

特
　
　
集

市
政
ニ
ュ
ー
ス

う
だ
ぢ
か
ら

子
育
て
・
病
院

健
幸
プ
ラ
ザ

お
知
ら
せ

掲
示
板
・
う
だ
チ
ャ
ン
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問
厚
生
保
護
課

厚
生
保
護
課

　
（
☎

　
（
☎
8282
・
２
２
２
１
／

・
２
２
２
１
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
０
７
９
）

・
９
０
７
９
）

　
法
務
省
が
主
唱
す
る
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
は
、
全
て
の
人
が
犯
罪
や
非
行
の
な
い

安
全
で
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全

国
的
な
運
動
で
す
。
昭
和
24
年
に
始
ま
っ
た

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
今
年
で
75

回
を
数
え
ま
す
。
こ
の
運
動
に
関
す
る
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
は
、
次
代
を
担
う
小
・
中
学
生
の
皆

さ
ん
に
、
日
常
の
家
庭
生
活
や
学
校
生
活
で
の

体
験
な
ど
を
作
文
に
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
運

動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
け
る
優
秀
作

文
の
表
彰
式
が
、
11
月
19
日
（
水
）
に
市
役
所

で
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
お
け
る
受

賞
者
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
小
学
生
の
部
】　

榛
原
西
小
学
校
６
年　
福
⻆ 

駿
介
さ
ん　

題「
ぼ
く
に
で
き
る
社
会
を
明
る
く
す
る
一
歩
」

【
中
学
生
の
部
】　

菟
田
野
中
学
校
２
年　
堀
内 

愛ま

ゆ友
さ
ん　
　

題
「
笑
顔
の
栄
養
」

　
こ
の
度
の
受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

「
第
75
回社会

を
明
る
く
す
る
運
動
」

優
秀
作
文
表
彰
式
を
開
催▲左が福⻆ 駿介さん、右が堀内 愛友さん

問
建
設
課

建
設
課

　
（
☎

　
（
☎
8282
・
５
６
３
８
／

・
５
６
３
８
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
０
９
５
）

・
９
０
９
５
）

　

当
協
議
会
で
は
、
11
月
26
日
（
水
）
に
早

期
の
事
業
化
に
つ
い
て
三
重
県
庁
（
県
土
整

備
部
長
）
へ
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
要

望
に
は
名
張
市
長
、
伊
賀
市
長
、
津
市
建
設

部
長
が
出
席
し
、
国
道
1
6
5
号
（
中
和
津

道
路
）
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
国
道
1
6
5
号
（
中
和
津
道
路
）
は
、
大

型
車
両
の
対
向
が
困
難
な
区
間
や
見
通
し
の

悪
い
狭き
ょ
う
あ
い隘な
箇
所
、
道
路
線
形
の
見
直
し
が

必
要
な
箇
所
、
歩
道
未
整
備
区
間
や
渋
滞
の

発
生
な
ど
が
あ
り
、
通
行
車
両
や
歩
行
者
の

安
全
確
保
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
課

題
解
消
に
は
、
そ
の
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え

た
戦
略
的
か
つ
計
画
的
な
道
路
整
備
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

沿
線
地
域
の
経
済
活
性
化
、
観
光
振
興
、

ま
ち
づ
く
り
、
医
療
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
な

ど
、
持
続
可
能
な
発
展
に
欠
か
せ
な
い
道
路

で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
早
期
の
事
業
化
に

向
け
て
関
係
機
関
と
連
携
し
、
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

【
国
道
１
６
５
号
（
中
和
津
道

路
）
整
備
促
進
協
議
会
】

要
望
活
動
の
実
施

問
危
機
管
理
課

危
機
管
理
課

　
（
☎

　
（
☎
8282
・
１
３
０
４
／

・
１
３
０
４
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
０
７
０
）

・
９
０
７
０
）

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝

く
じ
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
と
し
て
、
地

域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
市
消
防
団
が
消
防
団
育
成
の
た

め
に
助
成
を
受
け
、
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
消
防
団
の
装
備
を
拡
充
す
る
た
め
に
、

必
要
な
物
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

宝
く
じ
助
成
で

消
防
団
装
備
の

拡
充
強
化

問
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
課

　
（
☎

　
（
☎
8282
・
３
９
７
５
／

・
３
９
７
５
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
３
６
４
）

・
９
３
６
４
）

　
北
脇 

岳が
く
さ
ん
、
北
脇 

丞じ
ょ
うさ
ん
、
福
⻆ 

航こ
う
へ
い平

さ
ん
、
井
戸
家 

旺お
う
し
ろ
う

士
朗
さ
ん
、
北
脇 

篤あ
つ
しさ
ん
、

リ
ア
ム
カ
ラ
ハ
ン
さ
ん
が
、
全
国
大
会
へ
の

出
場
報
告
を
行
う
た
め
、
11
月
13
日
（
木
）
に

表
敬
訪
問
を
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、
11

月
15
日
・
16
日
に
神
奈
川
県
で
開
催
さ
れ
る

「
2
0
2
5
年 

少
林
寺
拳
法
全
国
大
会 

in 

か

な
が
わ
」
に
出
場
さ
れ
ま
す
。
北
脇 

岳
さ
ん

と
北
脇 

丞
さ
ん
、
福
⻆ 

航
平
さ
ん
と
井
戸
家 

旺
士
朗
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
競
技
の
部
、組
演
武
、

小
学
生
の
部
に
出
場
し
、
北
脇 

篤
さ
ん
と
リ

ア
ム
カ
ラ
ハ
ン
さ
ん
は
競
技
の
部
、
組
演
武
、

一
般
男
子
有
段
の
部
に
出
場
さ
れ
ま
す
。

　
表
敬
訪
問
で
は
、
普
段
の
練
習
の
様
子
や
大

会
へ
の
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
後
、

息
を
合
わ
せ
た
迫
力
満
点
の
組
演
武
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

少
林
寺
拳
法 
大
王
ク
ラ
ブ
所
属 

6
選
手
が
全
国
大
会
出
場
！

①
Ｌ
Ｅ
Ｄ
バ
ル
ー
ン
投
光
器
２
台

②
発
電
機
２
台

問
保
険
年
金
課

保
険
年
金
課

　
（
☎

　
（
☎
8282
・
３
６
７
２
／

・
３
６
７
２
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
０
８
６
）

・
９
０
８
６
）

　
市
の
令
和
6
年
度
特
定
健
診
受
診
率
が
奈
良

県
12
市
の
中
で
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。「
特
定

健
診
」
と
は
40
歳
以
上
を
対
象
に
生
活
習
慣
病

予
防
の
た
め
に
行
う
検
査
で
、
早
期
の
病
気
発

見
に
役
立
つ
重
要
な
制
度
で
す
。
こ
れ
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
健
診
を
受
け
た
結
果

で
す
。
し
か
し
、
全
国
平
均
や
目
標
値
に
は
ま

だ
遠
く
、
さ
ら
な
る
受
診
率
向
上
が
課
題
で
す
。

　
生
活
習
慣
病
を
放
置
す
る
と
重
症
化
し
、
医

療
費
負
担
や
生
活
の
質
の
低
下
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
特
定
健
診
に
よ
り
、
予
防
対

策
や
健
康
寿
命
の
延
伸
が
期
待
で
き
、
医
療
費

削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
市
で
は
、
受
診
率

向
上
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
8

年
2
月
末
日
ま
で
実
施
さ
れ
る
特
定
健
診
に
つ

い
て
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
う

だ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
予
約
は
電
話
や
オ
ン
ラ

イ
ン
で
簡
単
に
行
え
ま
す
。
市
民
の
協
力
に
よ

り
、
県
内
12
市
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
こ
の
成
果
を

活
か
し
、「
全
国
ト
ッ
プ
の
健
診
受
診
率
」
を
目

指
し
て
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
緒
に
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り

を
進
め
ま
し
ょ
う
。「
予
防
が
健
康
の
第
一
歩
！

あ
な
た
の
健
康
が
市
の
未
来
を
支
え
ま
す
！
」

国
民
健
康
保
険

特
定
健
診
受
診
率

�

奈
良
県
１
位
！

特
　
　
集

市
政
ニ
ュ
ー
ス

う
だ
ぢ
か
ら

子
育
て
・
病
院

健
幸
プ
ラ
ザ

お
知
ら
せ

掲
示
板
・
う
だ
チ
ャ
ン
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
は
午
年
、
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

　

今
回
は
干
支
の
手
話
を
覚
え
ま

し
ょ
う
！

左手こぶし【年】に折り曲
げた右手 3 指【動物】を
あてて前に出す

左手甲を折り曲げた右手の
指先で掻く

第 66 回両手人差し指の指先を前
に向けて口の両端につけ

「牙」を表す

両手親指をこめかみにつ
け、伸ばした４指を折り曲
げる

干支

両側頭部に両手掌をつけ、
少し前後に振る

両手人差し指をこめかみに
向けて円を描く

指先を前に向けた右手２指
を口元に置き、指を開閉す
る

馬

鳥 犬猿 猪

問
農
林
課

農
林
課

　
（
☎

　
（
☎
8282
・
３
６
７
９
／

・
３
６
７
９
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
０
９
０
）

・
９
０
９
０
）

　

11
月
15
日
（
土
）、
う
だ
・
ア
ニ
マ
ル
パ
ー
ク
に

お
い
て
、
市
内
で
採
れ
た
自
慢
の
農
林
産
物
を
一
堂

に
集
め
た
「
第
17
回
宇
陀
市
農
林
産
物
品
評
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
展
示
会
場
で
は
、
丹
誠
込
め
て
育
て
ら
れ
た
見
事

な
農
林
産
物
（
出
品
数
1
0
6
点
）
が
勢
ぞ
ろ
い
し

ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
か
ら
の
即
売
会
に
は
多
く
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
収
益
金
3
3
,
8
0
0

円
は
出
品
さ
れ
た
方
々
の
ご
厚
意
に
よ
り
市
の
善
意

銀
行
に
預
託
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、12
月
2
日（
火
）

に
は
特
に
優
秀
な
農
林
産
物
に
つ
い
て
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

【特賞の部】 氏名 品目
県知事賞 迎 楢代司 宇陀金ごぼう

県議会議長賞 辻 増夫 白ねぎ
市長賞 福⻆ 登 ゆず

市議会議長賞 有限会社 類農園 かぶ
市農業委員会長賞 山本 孝子 万願寺とうがらし

県農業協同組合代表理事長賞 浦 賢彦 大根
県農業共済組合組合長理事賞 芳岡 敏夫 玄米
県東部農林振興事務所長賞 神谷 太一 ほうれん草

室生村森林組合代表理事組合長賞 南 隆志 原木しいたけ
オーガニック賞 株式会社はじまり屋 人参

【市長特別賞】 井岡 康夫 レモン

【市長優秀賞】 夛田 知子 キウイ
谷口 利依子 白ねぎ

宇
陀
市
農
林
産
物
品
評
会
を
開
催

羊

問
企
画
課

企
画
課

　
（
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（
☎
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・
１
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６
２
／

・
１
３
６
２
／
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７
４
）

・
９
０
７
４
）

　
統
計
功
労
者
表
彰
は
、
各
省
庁
が
実
施
す
る
統
計
調

査
に
長
年
に
わ
た
り
指
導
員
や
調
査
員
と
し
て
従
事
さ

れ
た
方
や
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
事
業
所
が
、
各
大
臣

や
知
事
、
県
統
計
協
会
長
か
ら
受
賞
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
受
賞
者
】（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
奈
良
県
統
計
調
査
業
務
功
労
表
彰
（
知
事
表
彰
）

　
　
田
中 

愼し
ん
ぞ
う造
（
榛
原
）

　
奈
良
県
統
計
協
会
会
長
表
彰

　
　
仲
尾 

京
子
（
室
生
）

　
　
楠
田 

君
枝
（
大
宇
陀
）

　
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
毎
月
勤
労
統
計
調
査
）

　
　
野
村
興
産
株
式
会
社
ヤ
マ
ト
環
境
セ
ン
タ
ー

統
計
功
労
者

�

表
彰
受
賞▲左から田中さん、仲尾さん、楠田さん

問
介
護
福
祉
課

介
護
福
祉
課

　
（
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（
☎
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・
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６
７
５
／

・
３
６
７
５
／
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☎☎
8888
・
９
０
８
８
）

・
９
０
８
８
）

　

10
月
24
日
（
金
）、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
指
導
者
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
研
修
会
で
は
、
多
世
代
交
流
や
奉

仕
活
動
な
ど
、
地
域
全
体
の
見
守
り
に
つ
な

が
る
活
動
が
評
価
さ
れ
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
長
表
彰
「
2
0
2
5
活
動
賞
」
を

天
満
台
東
満
寿
会
（
代
表 

𠮷
川 

佳
世
子
さ

ん
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
会
長

表
彰「
２
０
２
５

活
動
賞
」
受
賞

問
こ
ど
も
未
来
課

こ
ど
も
未
来
課

　
（
☎

　
（
☎
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・
２
２
３
６
／

・
２
２
３
６
／
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９
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８
０
）

・
９
０
８
０
）

　

11
月
21
日
（
金
）、
第
5
回
目
「
こ

ど
も
食
堂
意
見
交
換
会
・
開
設
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
現
在
活
動
中
の
7
団
体
の
う
ち

5
団
体
が
活
動
報
告
を
行
い
、そ
の
後
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
か
ら
こ
ど
も
食

堂
を
支
援
す
る
様
々
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
こ
ど
も
食
堂
の
日
」
を
設
定
す
る

提
案
や
活
動
拠
点
を
中
心
に
展
開
す
る

構
想
、
さ
ら
に
は
こ
ど
も
食
堂
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
な
ど
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
か
ら
創
造
的
な
ア
イ
デ
ア
が
次
々

と
飛
び
交
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
ど
も

食
堂
の
周
知
方
法
や
安
全
で
安
心
で
き

る
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
の
方
策
に
つ

い
て
も
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

共
通
し
て
挙
が
っ
た
課
題
と
し
て
は

「
ス
タ
ッ
フ
の
不
足
」
や
「
運
営
費
の

不
足
」
が
あ
り
、
補
助
金
を
効
果
的
に

活
用
す
る
方
法
や
活
動
を
支
援
し
て
く

だ
さ
る
方
々
の
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
ど
も
食
堂
へ
の
関
心
が
あ
る

方
、
ま
た
協
力
を
お
考
え
の
方
は
、
こ

ど
も
未
来
課
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

「
こ
ど
も
食
堂
意
見
交
換
会
・

開
設
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

（敬称略）

こども食堂名称 運営団体名称 活動エリア

ときわぎキッチン 天理教常盤木分教会 大宇陀
山の子キッチン 部落解放同盟岩崎支部 菟田野

榛原スマイルこども食堂 榛原スマイル子ども食堂 榛原
アットホーム YAMATO NPO 法人　大和の心を育む会 大宇陀

宝ん家 特定非営利活動法人うだ夢創の里 室生
みんなの居場所・雲の上食堂 みんなの居場所・雲の上食堂 榛原

こども食堂６年３組 峯畑 茂子 菟田野

▲𠮷川 佳世子さん
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